
--令和 4年 8月 2日(火)--

ルカや海獣ショーに大喜び  
夏休み日帰り ー 

この日、栄東地区に住む子どもたちに夏休みの
楽しい思い出づくりと新たな体験・発見をしても
らおうと「夏休み日帰りバスツアー」が開催され
ました。これは、栄東地区青少年育成委員会(長
内学・会長)が 3年ぶりに実施したものです。 

新型コロナ感染予防のため、参加人数を小学
生 40名以内に限定しておたる水族館を訪ねまし
た。水族館では 5つの班に分かれてグループで
行動し、まず、本館で入口すぐのウミガメのプー
ルや、大胆に泳ぐエイ、群れをなして泳ぎまわる
サバなど様々な表情がみられる海のパノラマ回遊
水槽、北海道の希少生物の展示や北から南までの

さまざまな種類の魚たち、オホーツク海とベーリ
ング海の魚が泳ぐ大水槽などを見て周りました。 

そのあとは、イルカや海獣ショーを総なめで
す。ユーモラスなオタリア、豪快な水しぶきを上
げてジャンプするイルカ、ちょっぴりマイペース
なアザラシ、なかなか言うことを聞かないペンギ
ン、そして、最後は、客席そばで華麗な逆立ち
や、5メートルもの台からのダイビングを披露す
る大きなトドのショーなど、水族館の見どころを
すべて満喫しました。 

青少年育成委員と連合町内会の役員など 13名
もの優しい大人たちの目に守られた子どもたち
36名は、水族館の一日を安心して楽しみ、多く
の思い出を胸に刻んでくれたことでしょう。 
  

▲海の生き物の動きに興味津々！熱心に目で追う子どもたち 
 

▲茶目っ気たっぷりな海獣たちのショーに子どもたちもくぎ付けに！ 



--令和 4年 7月 27日(水)-- 

エコセンターで環境学習 
連町衛生部・施設見学会 

栄東連合町内会衛生部では、毎年、地区内の単位町
内会役員を対象に、衛生施設見学会を実施していま
す。新型コロナの影響で 2度中止となりましたが、感
染対策を徹底しながら、3年ぶりの開催となり、28
名が参加しました。 

まず、ごみ問題解決には、資源を回収して環境負荷
を低減することが必要なことから、生活協同組合コー
プさっぽろ・エコセンター(江別市東野幌 147-1)を訪
ねました。同センターは、コープさっぽろが事業で発
生した資源と、組合員から回収した資源を再利用する
ための施設です。施設では、担当者から「費用と
CO2排出を極力抑えるため、回収資源の運搬は、商
品を運んだ帰りのトラックを使っていること」、「紙
類は圧縮梱包したり、発泡スチロールやトレイ、容器
などは溶かすなどして付加価値を高めて専門業者へ販
売していること」、「廃食油は、バイオディーゼル燃
料化していること」などの説明を受けました。地球環
境に負荷を与えず、次世代の子どもに豊かな地球環境
を引き継ぐために、ごみ減量やリサイクルの大切さを
再認識したことでしょう。 

次に、野幌原始林の一部に連なる北広島市のレクの
森に向かい雄大な自然に触れました。途中、建設中の
ES CON FIELD HOKKAIDO(通称日ハムボール・パー
ク)を車窓から眺め、その巨大さに参加者の皆さんは
驚きを隠せない様子でした。 

最後は、恒例のアサヒビール園ロイン亭での昼食で
す。参加者の皆さんは、この日見学した施設の話題や
町内会での衛生美化に関する取り組みについて情報交
換をしながら、昼食を楽しみました。栄東連合町内会
では、感染対策を徹底しながら、今後も各種事業を積
極的に実施していくとしています。 

--令和 4年 7月 28日、30日、8月 4日-- 

健康第一に、充実人生を送ろう！ 
終活セミナー開催 

終活の大切さに気づき、自らアドバイザーの資格
を取得された主任児童委員の加藤佳子さんを講師に招
き、今年も終活セミナーを全 3回開催しました。セミ
ナーでは、親や配偶者の医療・介護のこと、相続のこ
と、預金や保険のこと、お墓のこと、お葬式のことな
どをテキストに沿って考えられる「ら・し・さノー

ト」を配布しました。項目ごとに将来を考えながら、
自分でつくる終活ノートというべきテキストになって
います。これらテキストを活用して、「人生の最後を
考えることで”自分”を見つめ直し、今をよりよく、自
分らしく生きる」きっかけになれ
ばと思います。なお、当セミナー
は 9月にも開催を予定しておりま
す。詳細は、回覧チラシもしくは
未来会議 HPでご確認ください。 

▲施設の概要について説明を受けた後、エコセンター内で圧縮され 
た資源等を実際に見学する様子 

▲車内でゴミ捨ての課題について解説する井野・衛生部長(左上)と、 
車窓から建設中のボールパークを熱心に眺める参加者たち 

▶好評だった昨年のセミナーに引き続き、 
今年も講師を務める加藤佳子さん 


